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罹患する可能性の程度の詳細は不明。 

 

○ 臨床症状、重症度及び致死率： 

リステリアは腸管組織内に侵入後、一部は血中へ移行し、宿主の細胞内で寄

生し増殖する。潜伏期は1～90日で平均30日程度と考えられているが、健康状

態や毒力、菌数に左右される。 

症状は、感染初期に発熱・筋肉痛などのインフルエンザ様症状（Flu-like 

symptom）が見られ、上記リスクグループでは、重症化すると髄膜炎や敗血症に

なり、約30％程度の患者は意識障害、痙攣などの神経症状に移行する。リステ

リアに感染した妊娠女性は、軽いインフルエンザのような症状を示し、胎児の感

染から早産、新生児の髄膜炎・敗血症あるいは流死産を起こすことがある。 

重症化すると致死率は高くなり、アメリカでは毎年2500人が重症のリステリア

症となり、約500人程度が死亡していると推定されている（8, 9, 15）。 

食品媒介リステリアは主にインフルエンザ様症状を起こすが、時として食中毒

特有の腹痛、下痢といった急性胃腸炎症状を呈することがある。潜伏期は食後

11時間から7日、通常18時間程度である。 

 

・ 日本で起こった集団感染事例と考えられるケース（11） 

重症例は無く、胃腸炎症状とインフルエンザ様症状が中心であった。症状と

潜伏期の概要は下図に示す。約半数の患者がインフルエンザ様症状単独で、

残り半数は胃腸炎症状とインフルエンザ様症状を併発していた。 
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○ 代謝、体内動態、毒性、作用機序： 

原因菌であるL. monocytogenesは、細胞内寄生菌で、マクロファージ内で生

存するメカニズムをもつ。最も主要な病原因子としてlisteriolysin Oが知られてい

る。 

 

○ 確立された治療方法の有無： 
















